
バリ紀行 （サヌールと儀礼を中心に）         

１、平和なバリ 
 今年１０月１日 バリ島で再び爆弾テロ発生。私はその前日までバリ島サ

ヌールに滞在していた。バリ島は本当に平和そのものだった。バリ島滞在中

の９月２５～２９日首都ジャカルタに行っていた。ジャカルタは１０月１日

からの石油値上げを控えて、大規模な反対デモが計画され、各ガソリンの給

油所は値上がり前にガソリンを給油する車で大行列が出来、道路をふさいで、

市内のあちこちで大渋滞、まさに騒然とした雰囲気だった。ところが、２９日にバリへ帰ると、ガソリンスタ

ンドはガラガラ、人々もおだやかで、空港から宿に向かう途中「バリは平和だなー、やはりバリはすばらしい

なあ」と感じた直後のこの爆発だった。 

ウルワトウ寺院のケチャ 

ほんとうになってことをするんだ！この爆発で、やっと立ち直りかけていたバリ人の生活がまた苦しくなる。

私たち夫婦はこのようなことがあったとしてもやっぱりバリにいく。私たちのサヌールの宿は平和そのものの

場所にある。しかし、友人や知人は誘えないではないか。バリは以下に記すとおり、神々への祈りの島で本当

に平和な島なのである。 
 
２、バリの街かどで 
 私にとって旅の第一の楽しみは現地の人々とのふれあいである。そのためには言葉が必要ということで約２

年ほど前から、自宅の近所に住むインドネシア人の女性に夫婦でインドネシア語を学んでいる。そして現地に

行くと、とぼしい語学力ながらできるだけチャンスを見つけてバリ人とおしゃべりに励む。バリ人は人なつっ

こくおしゃべり好きでいくらでも相手をしてくれる。知っている言葉を駆使してまずしゃべってみると、彼ら

はまちがいをていねいに直してくれる。そして商売をしている人は、日本語を教えてくれと言い、熱心にメモ

しながら日本語の勉強をする。路地や通りでこのようなやりとりをしているとバリ人の生活が目に入る。感動

的だった風景  
① 30歳台の華奢な女性が２０kgもありそうな足の短い屋台用の食卓を頭のうえに載せてある路地にやって
きた。すると２人の男性が彼女に近づき食卓を降ろすのを手伝った。その女性の食卓はバリ人の一般的な

食事の一式が乗っている屋台であり、数人がそのまわりで夕食を摂った。客の食事が終わると、また２人

ほどが近寄って食卓を女性の頭の上に乗せるのを手伝った。女性はまた見事にバランスを保って２０kg
の食卓を担いで次へ向かった。女性のたくましさ、周囲の人々のさりげない協力体制に深く感動した。こ

の女性の担いでいた食卓というのは、日本で４人家族の食卓くらいの大きさでその上には、ご飯の釜、お

かず類が数種類、皿、スプーンなど屋台の営業で必要なものはすべて載っている。この食卓を頭の上にの

せてバランスをとって歩いているのである。周囲の協力体制、この女性のたくましさは信じられない光景

であった。 
② 路地で２歳くらいの幼児が一人で遊んでいる。周囲には観光客相手の店の女性が数名いる。その幼児が転

んだり、泣いたりすると誰かれなく近寄って面倒をみる。結局だれの子どもなのか見分けがつかない。み

んな母親のように自然に接している。みんなで子どもを育てている。ここでは母親の育児ノイローゼはな

いだろう。 
③ ホテルの前に美容院とワルン（食堂）と衣料品を経営している一族がいる。上は８５歳のおじいちゃんか

ら２歳のひ孫までの大家族、道路に面した街路樹の下にテーブルを置いて、客のいないときはここでみん

なくつろいでいる。２歳のひ孫は家族みんなに大事にされ、８５歳のおじいちゃんは地元の人や、道行く

私のような外人の観光客を相手に話に花が咲いている。決して経済的に豊かとは思えないが、精神的には

とても豊か。バリ人の誰もがみせるさわやかな笑顔はこのような豊かな人間関係から生まれてくるのだろ

うと思う。 
 
３、ホテルでの生活 
 サヌールの朝 
毎年サヌールにあるホテルに滞在する。このサヌールの海岸はかっての大

戦で日本軍が上陸したところである。ホテルはこの海岸に面し美しい日の出

の名所である。天気のよい日にはバリの聖山アグン山（標高 3142ｍ）やロン
ボク島のリンジャニ山（標高 3726ｍ）が朝日をバックにその美しいシルエッ
トを見せてくれる。ホテルの目の前の海岸はレンボガン島へ渡るアウトリガ

ーの船の船着場で、現地の人々のたくましい生活ぶりが垣間見られる。桟橋

はないので、海の中を歩いて乗り降りする。単車や大きな荷物が担がれて積

み込まれる。アウトリガーの小さな船は屋根の上まで満員で、少々の嵐でも出航する。日本では有り得ない風

ホテルから見る日の出前のアグン山 



景である。海辺のホテルのレストランでこのような風景を見ながらゆっくり朝食を摂る。 
シュノーケル 
目の前は遠浅の海岸である。潮の流れが非常に速いので、海を知らない私達はいままではこの海に入ること

を躊躇していたが、今回は海のベテラン LSCの杉本氏といっしょになったのでつれていってもらった。なん
と想像以上に色とりどりの熱帯魚がたくさんいて何時間見ていても飽きない。一人で行く時は潮が腰の高さ以

下のときでかける。 
プール  
このホテルには色々なプールがある。健康維持のため、長さ 80ｍ位の細長いプールで毎日１時間以上歩く。

全身運動で心身がほぐれ夜もぐっすり寝むれる。 
ホテルのスタッフ  
ホテルのスタッフは計 5５名、みんな顔見知り。私達がインドネシ
アの勉強をしていることを知ると、親切にいろいろ教えてくれる。そ

してこれは日本語でどういうのかとみんな聞いてくる。お互いに言葉を

教えあって勉強する。 
ホテルのオーナー（チプタ氏とまさみさん） 
オーナーチプタ氏は日本に留学そして日本で就職、計１０年日本で生

活したので日本語はぺらぺら。オーナー夫人まさみさんは日本人でバリ

でも有名なデザイナーである。オーナー夫妻の経営は意欲的で我々に細

やかな配慮をしてくれる。バリ独特のおやつを部屋に届けてくれたり、

いろいろな行事に招待してくれる。中でも満月の夜、ホテルの中庭での優雅なレゴンダンスのパーテイに招待

された時はとても感動した。オーナーの祖父の時代まで、この地方を治めていた王家であったので、オーナー

からオランダの侵攻を受けた時のこの王家の歴史等を聞くのも楽しみの一つである。このホテルはバリが観光

地として脚光を浴びだした初期にはバリで５本の指に入る高級ホテルであったという。当時、広い敷地にある

100以上のバンガローは常に満員の大盛況であったとか。時代は移り、今やあちこちに近代的な高級ホテルが
立ち並び、このホテルは衰退の一途をたどっていた。しかし今は現オーナー夫妻の努力で立ち直りつつあるホ

テルである。私達はこの広い敷地のゆったりとしたバンガローの生活がとても気にいっている 

ホテルのスタッフ 

 
食事 
食事は基本的にはホテルで摂る。１３人いる料理人が交代で昼夜を問わず注文に応じてくれる。オーナー夫

人が日本人ということもあって、てんぷら、麺類、丼などの日本食も用意され、インドネシア料理、バリ料理、

いずれも安くておいしい。このホテルは東京 LSCの岡田氏の定宿で、岡田氏や同宿の日本人、オーストラリ
ア人、オランダ人なども加わって、バリの焼酎アラックやビンタンビールを飲みながら話に花が咲かせること

もある。今回の新しい発見はバリの米がおいしいことである。スーパーで米を買おうとしていたら店員が赤米、

黒米、緑豆等をまぜて炊くとおいしいと教えてくれた。バリで買った炊飯器で炊いてみるととてもおいしい。

ここの赤米 黒米はもち米なので、緑豆を入れて炊くとまさに赤飯である。赤米 黒米は日本で買うととても

高いがバリでは日本の約 30分１くらいでとても安い。 
 
買物 
朝市へ 朝はまだ暗いうちから１０時頃まで朝市が開かれている。バリの市場ではまだ冷蔵の設備がないの

で、生鮮食料品は朝暗いうちから売られ１０時ころには終わる。安くて新鮮である。しかし例によって観光客

には値段がつりあがる。今年はインドネシア語で交渉したので、安くしてくれた。（と思っているが実際には

どうだか・・・） 
スーパーへ 
ほぼ何でも揃うスーパーが近くにある。ここは定価販売なので安心して買物ができる。このような店で値段

を見ておくと、個人の店で安心して買物が楽しめる。日本人は金持ちと思われているから、金持ちからお金を

もらう事は当たり前の世界なのでうっかりするとは現地人の１０倍以上の値段をふっかけられることもある。 
買物を楽しむ （コミニユケーションを楽しむ） 
前述のとおり個人の店では定価はない、客の顔を見て値段が決まる。驚いたのは、絵葉書に貼る切手でさえ

高く買わされる。のちになってバリの情報誌「ぴあ」で定価は 4500RP、日本円で（50 円前後）と知った。
しかし私はいつも 6500RP払っていた。同じホテルの宿泊者は８000ＲP払っていた。郵便局で買っても油断
できない。少し高額の買物をする時は絶対に一度で決めてはいけない。あちこち見て歩いて相場を研究し、そ

れから本格的に交渉に入る。しかし旅行者としてお世話になっていることでもあり、インドネシア語の勉強に

も付き合ってもらうのだから、現地の人より気持ち多く出すべきだろうとは思っているが・・・。 
 



４、交通事情 
ホテルから頼んでもらうタクシーが一番手軽 バリの中心テンパサールまでは約 15000RP １日チャータ

ーで 40万 RP前後（朝９時～５時頃） 
ベモ（乗り合いのミニバス） 
この料金も最近は毎年値上がりしている。今年は一回 3000Rp このベモも私達日本人が乗ると、すぐチャ
ーター便に早代わりして値段がつりあがる。幸いドアはいつも開いているので、このような車からはすぐ降り

ることにしている。大概は降りようとすると「OK OK」といって３000RPで乗せてくれる。近距離であれば
どこでも乗り降りできる。 
プラマ社のバス 
一人ないし二人で移動する時はこのバスが安くて便利 例えばサヌールの我々の宿から同じく LSC神原さ

んのウブドの宿に行くには、約３０分 15000RP。どちらの宿も停留所に近くてとても便利。島内の主だった
ところをつないでいる。ただし便は少ない。３人以上になるとタクシーやベモをチャーターした方が安くなる

こともある。 
バリからの格安航空券 
インドネシアは去年よりビザが３０日となり、観光ではそれ以上延長できない。そこで大阪のインドネシア

領事館に２ヶ月滞在したいがどのような手続きをすれば良いか尋ねると、延長の方法は無いと冷たくあしらわ

れた。そこでバリのビザを扱う旅行社にメールで相談した。いろいろな方法を教えてもらったが、時間もかか

り費用も高い。そんな時私たちのインドネシア語の先生から、とても安い運賃の航空会社があるという情報を

得た。マレーシアの AIR ASIAである。この会社のキャッチフレーズは「Now Everyone Can Fly」で、誰
でも利用できるように価格を抑えている。航空券の購入はインターネットのホームページで予約しカード決済

する。予約した画面をプリントアウトし当日飛行場の AIR ASIAのカウンターに持っていて搭乗券と引き換え
る。もちろん空港の AIR ASIAのカウンターでも直接買える。旅行社はこのチケットはあつかっていない。今
回２ヶ月滞在するために、この飛行機を使って一度マレーシアに出国した。航空運賃だけなら往復 6000円ほ
どであった。ややこしい手続きをして大金を払うよりこの方法は得策である。次はバリを起点にこの飛行機で

ペナン、コタキナバル ランカウイなどのリゾート地に行ってもいいかなと思っている。今回ジャカルタへも

２度この飛行機で往復した。機内の飲食サービスは全く無し。インスタントの飲食物が販売されているのみ。 
 
５、家族との連絡方法 
去年から緊急用に海外専用の携帯電話持参、この代金は非常に高いので、普通時はインターネットカフェで

メイルを使うことにしているが、今年は特にインターネットカフェのパソコンの動きが悪く、いらいらするの

と、時間がかかって結構高くつくので、ケイタイを利用した。結果はやはり高額であった。現地でケイタイを

買ってプリベートカードを買ったほうが経済的かも。 
 
６、観光 
友人や仲間と一緒のときは車をチャーターして観光に出かける。車のチャーター代は乗る人数や時間によっ

て違うが、だいたい１日３０万～５０万 RP。行きたい場所はキチンと指定する。食事も高級レストランはこ
とわり「enak dan murah」を合言葉に 安くておいしい店につれていってもらう。旅行社のオプショナルツ
アーより効率的で経済的。 

 
印象に残った観光地 
サヌールを中心に東へ  バリの原住民の村トウナガン村。バリで king of kings と呼ばれるクルンクン 

スマラプラ王宮、こうもりが群生する聖地ゴワ・ラワ、天日干しの塩田クサンバ 
 
北へ 
今でも煙をはくバツール山とこのカルデラ湖バツール湖が美しいキンタマ

ニー。北の海岸黒砂のロビナビーチ、その近くの温泉ﾊﾞﾝｼﾞｬｰﾙ・テガ温泉、そ

の途中にあるプラタン湖とその湖に浮かぶまことに美しいウルン・ダヌ・プラ

タン寺院。バリ島で一番落差のあるギギィの滝。 
 
西へ 
海に浮かぶタナロット寺院、メルと呼ばれる塔が美しいタマ・アユン寺院、

おだやかで、かわいい猿の森モンキーフォーレスト、月２回くらい催される竹の楽器のジュゴクの演奏会、そ

の村までの途中のライステラス 

ウルン・ダヌ・プラタン寺院 

 



南へ 
どこまでも続くジンバランの海岸の夕日とイカンバカール（焼き魚）のレストラン、断崖絶壁の上に建つウ

ルワトウ寺院、ここで催される夕日を背景にしたケチャダンス（別名モンキーダンス）。 
 
中央部の芸術の村ウブド 

 バリの文化、芸能の中心。美術館、ギャラリー 毎日あちこちで催されるバリダンス、バリ音楽ガムラン 
見ていて飽きないバリ民芸品の店店。バリ料理、バテイック（染色）バリダンス ガムランなどの観光客むけ

の教室も多数ある。 
 
バリヒンズー教の総本山 ブサキ寺院とバリ最高峰のアグン山 
総本山と聞けばやはり行ってみなければならない。おだやかに見学できる時もあるが、日によっては入山料

だ、ガイド料だと次々料金を払わされる日もある。アグン山の中腹にある美しい寺院であるが、ブサキ寺院で

観光に携わっている人々の評判は非常に悪い。 
 
７、「祈りの島バリ」の祭礼、儀礼 
バリ人の９割はバリヒンズー教徒である。「祈りの島」「神々が住む島」と形

容されるとおり、まさにバリ人の生活は祭礼、儀礼が最優先である。ホテル

オーナーのチプタ氏も１週間に１，２回正装をして一族の儀礼に出かける。

知り合いのタクシー運転手デイルガ氏もタクシーを依頼すると、葬式がある

から駄目とか、友人の家族の削歯式があるから駄目とか言ってよくことわら

れる。ホテルの前の美容院も祭礼、儀礼に行っているといってしょっちゅう

閉まっている。子どもの儀礼は学校を休んで行う。したがって我々旅行者も

祭礼、儀礼に参加したいと思えば、チャンスはたくさんある。ということで

私もいくつか参加してみた。中でも最も驚いたのは７月初旬から準備が始ま

った（写真）ウブド王家の火葬式である。バリ島で最大、最後の火葬式ということで一度帰国後再度見に行っ

たのであるが、日本人の常識では計り知れない豪華な火葬式であった。巨費を投じ、長い月日をかけ、多くの

人手をかけて葬式をこのように豪華にする、バリ人の人生観、死生観とはいかなるものであろうかと大いに興

味が湧いた。以後そのような儀礼があると聞くと出来るだけでかけて、いろいろな儀礼に参加することで、す

こしでも、その意味を知りたいと思うようになった。 

火葬式の塔の上部の建設 

バリ人が行う人生儀礼を大きく分けると・出生後の儀礼、・成人してからの儀礼、・死後の儀礼があり、この

中で特に死後の儀礼に多大の時間と労力と経費が費やされる。すなわち、「死んだ人の霊を祖先の霊の地位ま

で高める」のだが、その過程を見ると、人が亡くなると①ひとまず墓地に埋葬される（このとき死んだ人の

霊は地表を徘徊し、悪霊に近い）。→②火葬式に掘り起こされ火葬され、遺灰は海へ（死者の霊は海にとどま

る）ガベン火葬式。→③海にいる霊を呼び戻し、その霊を再び火葬して浄化し海に返す、ムムクル儀礼。→

④海にいる霊を祖霊として迎え、山に送るニュガラ・グヌン儀礼、→⑤祭礼の時、家族の住む屋敷の寺院に

来訪し、子孫の祈りをうける。時が来るとその家の子孫として生まれかわる。 
またこの各儀礼で興味深いのは、ヒンズーの階級によって、一連の流れに違いがあることである。最高位の

ヒンズー祭司家、次の位の王家と庶民のやり方は大きくちがっている。私の滞在中、この祭司家と王家の儀礼

に参加したので、これらについて次に記録したい。 
 

ウブド王家の最後の王女 
ムテルさん ９４歳 

① ウブド王家の火葬式 Pelebon 2004年 7月 23日 
火葬される中心人物  
ウブド王家の最後の王女チョコルダ・ムテルさん９４歳。最後の王族で

あるがゆえに、今後王族としての規模でおこなう火葬式はありえないとい

うことで一度帰国後再度見に行った。ウブド王家は８つあるバリの王国の

中でも、クルンクンに次ぐ有力な王家であり、したがってその規模も想像

を超えた大きさ、豪華さである。このような位の高い人物がなくなると、

庶民も付き従うという形で既に亡くなって墓に埋葬されていた人々の遺

体が掘り起こされ共に火葬に付される。普通、火葬式はガベン Ngaben
と呼ばれているが、このように位の高い人の火葬式で、おおくの庶民とと

もに行う火葬式をプレボン Perebonと呼んでいる。 
共に火葬される人 
 直系ではないがウブド王家の一つ Puri Saren Kangin宮殿の夫人ヘンニーさん 
ウブドの４バンジャール（集落を単位とする住民のまとまり）の過去４年間になくなった人の５８体 



 
ウブド王宮の周辺に用意された火葬式のための建造物 

 王女ムテルさんの場合 

ウブド王宮の東門付近で建

設された、高さ２５ｍのタ

ワー（BADE）写真右、そ
のタワーの高さ１５m 付

近にムテルさんの遺体を収

めるのでその遺体をはこび

あげるために仮設階段、背

に入れて火葬する牛のは 
りぼて LEMBU（王族は黒色）、王族しか許されない竜 NAGA 
BANDA ,この竜を火葬場へ運び最後に竜と牛をのせて焼く火葬台など、いずれもヒンズーの神々で美しく豪
華に飾られている。今一人の王族のヘンニーさんもの牛のはりぼてとタワーが造られている。 

遺体を火葬場へ運ぶ高さ２５Mのタワー

牛のはりぼて 

 

バンジャール地域共同体の人々の建造物 
バンジャールのタワー 

 

今回の王家の火葬式でウブド周辺の４つのバンジャールの５８体の火葬式が

共に行われた。これらの人々は過去４年間くらいに亡くなった人々で、いった

ん死者の寺院に埋められた後、ウブド王家の火葬式に合わせて遺体が掘り出さ

れ、集団で火葬式が行われた。この人々のための建造物は北へ向かう道路には

祭壇 西へ向かう道路にタワー 南へ向かう道路に火葬のための動物の乗り物

（家によって動物の種類が異なる）が置かれていた。 
 
火葬場への行進 
王家の火葬は王宮から東へ約１ｋｍの寺院で行われ、４つのバンジャール

人々の

火葬は

西へ１

ｋｍの

寺院で

行われ

る。私

達は王

家の火葬

待つ。２５ｍのタワーが通る

ので、通りの電線は朝８時より取り払われている。（ということはこの日はウブド中停電）行列は王宮を１時

出発。まず王家のもう一人の女性ヘンニーさんの牛のはりぼて、タワーなどが大勢の男性に担がれて、鐘、太

鼓などのガムランや親族に囲まれてやってくる。百数十名の男性が担ぐ輿に担がれた牛の背にはこの王家

（Puri Saren Kangin）の当主がまたがり、祭の神輿のごとくあおられている。そしてこの日の中心人物王女
チョコルダ・ムテルさんの竜 naga banda 牛のはりぼて（やはり背には当主がまたがっている）最後に高さ
２５ｍのタワーbadeが数百人（数千人？）に担がれてやってきた。 

の
牛のはりぼての行進 

場の近くで行列を 竜の行進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



火葬始まる 
火葬場に到着すると火葬台の上にはりぼて

の１５ｍ付近に安置された遺体が仮設階

段を通って降ろされ牛の背に中に安置さ

れる。火葬式の時にだけ踊られる兵士の

踊り（Baris Gede）（バラモン祭司の火
葬式参照）が踊られ、祭司の弓矢による

点火式を終えて点火される。火葬台には

牛とともに竜（Naga banda）が据えら
れこの竜にも点火された。王族はより高

い天界へ行くのでそのための乗り物と思

われる。火葬台の下ではすでにヘンニー

さんの牛に火が点けられている。まわりは多くの王家のファミリーや観光客でいっぱい。 
３０分ほど後にはあの高さ２５M

の牛がセットされ、高さ２５ｍのタワー

の美しいタワーBADE にも点火される。ものすごい勢いで燃え盛り、近く

 バラモン祭司家の火葬式 Plebon  2005年 7月 8日 
位、バラモン祭司の階級である。ある日デイ

寺院に到着。すでに門の前

も こも な

の高い椰子の木に燃え移り、控えていた２台の消防自動車が消火していた。この、見事なタワーBADE も女
王ムテルさんの遺体を載せて、１時間ほど火葬場に運ぶ任務を終えることで燃やされる。火葬を終えるまで３

時間ほどかかっただろうか。その後遺骨が取り出され、親族の手で拾われ、それを石臼のようなものでさらに

細かく挽かれ、聖水で清められ、くりぬいた椰子の実に入れて白布で覆い、人形状に美しく飾られた。祭壇に

安置されると、２人のバラモン祭司 Pudandaによってさらに数々の儀式がおこなわれ、最後に全員が地べた
に座り、花をささげて数回礼拝し火葬場での儀式はおわった。夜の９時半であった。一同バスや車に乗り込み

火葬場をあとにした。私たちが見学したのはここまでであるが、王家発行ののパンフレットによると、サヌー

ルの北の海岸、Ketewel Beach で海にまかれたそうである。また、このパンフレットの説明によると、これ
で葬式がすべて終わったわけではなく、この１２日後 Maligia Punggal という儀礼がある。この儀礼は火葬
式と同等の重要な儀礼で海にながされた霊をもう一度よびもどし、その魂をさらに火葬して再び海に流す。そ

してそのさらに３日後、その霊を海に迎えにいき、本山ブサキ寺院で儀礼の後山に送られる（Nyegara Gunung
儀礼）。そして、祭礼には家族の住む寺院に来訪して祈りをうけ、いつの日かその家に生まれ変わる。という。 
 
②

いつも利用するタクシーの運転手デイルガ氏はヒンズー教の最高

ルガ氏に車を頼むとその日はデイルガ家の葬式があるので駄目という。かねてより祭司家の火葬式に興味があ

ったので出席させてもらっていいかと訊ねたところ、快くどうぞといってもらった。亡くなったのは彼のお祖

母さん９１歳で３月に亡くなったという。 
当日７月８日８時デイルガファミリーの式場

には、白い牛のはりぼて（バラモ

ン階級の牛は白色、）きれいに装飾

された高いタワー（デイルガ氏は

パコダと教えてくれた）遺体を運

び上げる仮設階段、美しく飾られ

た火葬台、ヒンズーの神の像など

が並べられていた。門を入ると女

性は皆白色の正装に頭には金色の

ターバンのような布を巻き、い

高貴な雰囲気をただよわせている。こ

い。何かと取り込み中にもかかわらず、喪主であるデイルガ氏は私達を友達

として自宅まで案内して下さり、家族の写真をみせてもらったり、

バリ特有の家を案内してもらった。出棺の合図の太鼓クルクルがな

ると、大急ぎで式場に戻り、船型の棺に安置された御遺体を運びだ

して仮設階段を登りタワーの上部に納めた。この日は近くの４バン

ジャールの４５体も共に火葬式を行う。やはり位の高い祭司階級の

この女性に、より高い天界に連れて行ってもらうための Pelebonの
火葬式である。４バンジャールのお供えの行列、音楽隊ガムラン 

火葬式の踊りを踊る兵士の衣装を着た一団、数十人の男性に担がれ

た高いタワー、やはり数十人に担がれた白い張りぼての牛などの長

い行列が火葬場へと向かった。到着するとガムランが演奏される中、

か  

に 葬式とはいえ暗さは微塵も

火葬始まる 

遺体を運ぶタワーと白い牛 
金色のターバンを巻く遺族 

遺体を運ぶタワー 



火葬台の牛の背中に遺体が安置され、バーナーによって火が点けられた。と同時に十数名の兵士の服装をして

長い槍を持った男性によって火葬式「Ngaben」の舞踊バリス・グデ
BarisGedeが踊られる。見応えのある見事なおどりであった。２時間ほ
ど焼かれると遺灰が取り出され骨拾いが始まる。拾いあげられた御遺骨

は一族の長の祭司プダンダ（現在この一族の長は女性）によって石臼の

上でさらに細かくされ、くりぬいた椰子の実に入れられ、白布で覆いき

れいに飾られ儀式用の台に安置された。他の火葬場で火葬されたバンジ

ャールの４５体の遺灰も美しく人形様に飾られ、女性の頭に乗せられこ

の式場に運び込まれた。そしてデイルガ家バンジャールの人々全員で祭

司の先導の下、長いお祈りをしたのち、遺灰を海に流すため再び長い行

列でガムランを演奏しながらサヌールの海岸に向かった。途中交通量の

いバイパスを横切ったが、特に交通整理の警察官がいる様子もないなか

バリでは葬式の行列は最優先のようである。車の人々はただ黙って長い行列が通りすぎるのを待っている。海

岸に着くともうすでに真っ暗。全員が海にむかってお祈りをした。このお祈りの中で、祭司が大声で何かをい

うと、みんないっせいに大笑いしていた。葬式で笑うか、と不思議に思った。 折から遠浅の海を、歩いてこ

ちらから見えなくなるほど沖の方へ向かい散骨した。遺灰が運ばれた２つの輿は海岸で焼かれた。夜の８時半

ころに終わった。 
今回の火葬式の喪主デイルガ氏は９１歳の祖母が３月

火葬式の踊り バリス・グデ 
多

、信号を無視して堂々と行列は進む。

に亡くなってから次々儀式をこなし、パコダや牛の張

り

 バラモン祭司家の霊の火葬式（第２回目の火葬式） Maligia Punggal 2005年７月 21日 
式があるか

と呼ばれる故人の霊を宿した人形が女性た

ち

火葬

程 あろう。普通

儀式は数年から数十年後にな

ぼて火葬台ほかを大勢の人々の手で建造し、これだけ大規模な火葬式をするわけであるから、その費用は莫

大なものであろう。それをタクシーの運転手をしながらまかなうわけであるから大変であろうと思い、彼にそ

ういうと彼は「Tidak apa apa大丈夫 大丈夫」という。勿論デイルガ氏が一人で負担するのではなく、一族
みんなで負担するのであろうけれど、デイルガ氏のタクシーの収入は、仕事があったりなかったりで、とても

安定しているようには見えない。まったくどのようにしてこの費用を工面するのであろうか。どうして「Tidak 
apa apa」なのか不思議で仕方がない。 
 
③

  次の観光の機会にまたデイルガ氏にタクシーを頼んだ。すると又、彼は、友だちの家で第２の葬
ら駄目という。そして「観光地はいつでも観光出来るけど、この行事は５年に一回ほどしか見られない大きな

行事なので、是非これを見学するように」と勧められた。この行事は去年の王家の火葬式を見学した時、第２

の重要な儀礼があると知ったことから大いに興味があったので見学することに決めた。７月 21日午前８時半、
この儀礼のために仮建設されたサヌールの公園の儀礼場に着く。儀礼の中心となる故人はこの６月１日に火葬

式を終えたバラモン祭司プダンダの女性である。この儀礼の正式な名称を聞いてみると、みんな答えが異なる。

デイルガさん「Memukru」ウブド王家の資料「Maligia punggal」この
会場の掲示された資料「Baligia Punggal」会場にいいた女性に聞くと
「Meligie」と書いてくれ、一致した答えが見つからなかった。 
会場はすでに果物やその他きれいに飾られたお供えでいっぱい。まもな

く白い牛に先導されて sukah
の頭に乗せられて入場し、所定の祭壇に安置される。バラモン祭司家の

霊７体、バンジャールの故人の霊は５０体 第１の火葬式で海に流された

霊をもう一度呼び戻し火葬してさらに清めて高め、それそれの家の

祖霊に迎える大切な儀式である。仮設の儀式場、多くのお供え、多

くの出し物 数組のガムランの団体、全員の食事これらはすべて祭

司家が用意する。私としてはどうしても費用のことが気になってし

まうのであるが、この会場にいた男性の話では、この儀式は「one 
billion RP」かかっているという。
日本円で約 1200万円となる。バ
リ人の平均給料が月 50 万～70
万 RP、日本円で６～８千円。こ
の祭司家は６月１日に大規模な火

（Pelebon）を行っている。その
式でもその位の費用が必要であるから余

はそのためのお金が溜まるまで待つのでこの

るのが普通のようである。ちなみにウブド王家は火葬式の１２日後にこの

各家の霊を宿した人形を捧

げ持つ女性たち 

美しく盛られたお供え 

削歯式で儀礼の少年少女 

葬式

のお金持ちなので



儀式がおこなわれている。今回もこの儀式の一部始終を出来るだけ見逃すまい

と、翌朝９時半再び浄化された魂を海におくるまで密着して見学した。午前の

部は１２時頃、故人の霊を祭った sukahにいろいろなお供えを供えていったん
終了。みんなそれぞれの家に帰って一休み、私も徹夜に備えてホテルで一眠り。

夕方５時に再び会場へ。会場ではすでに削歯式(Potong gigi)の華やかな正装を
した数十人の少年少女が席に着いていた。歯を削る式そのものはすでに５日前

に終えているが、この日は祭司から浄化と祝福をうけるようである。祭司はこ

の少年少女になんども聖水をふりかけ、そして彼らは聖水を手にうけて口を清

める。米を額に アヒル？を額の右左のほっぺや口へ、白いひもを腰からまい

て肩へ、バナナの葉を頭に、赤い花をかんむりにさし、さらに聖水がふりかけられる。そして会場の全員でい

ろいろな花びらを両手にはさんで５回から７回拝む。そのつどささげる花は変える。彼らの各家族も次々に聖

水を受けて礼拝する。礼拝がおわると削歯式の少年少女は一段と高い祭司の階に上り、祭司からさらに祝福を

受けて終了。（削歯式 Potong gigi とは 獣性の象徴である犬歯などのとがった部分をや
もので、遅くとも死んで火葬に付されるまでに受けておかないと天界に行けないという、

バリ人にとっては結婚式より重要な儀式。多くのお供え物、たくさんの親戚や客を招く

ことにより、多額の費用がかかるので、このよ

うな大きな儀式のとき同時に行われること

が多い）引き続き祭壇の前で仮面劇トペン、

影絵劇ワヤンが演じられる。会場のあちこち

でガムランも演奏されている。夜１０時半頃

会場の一角でろうそくの火に照らされた影

絵劇ワヤンが始まる。影絵用の人形の種類は

たくさんある。一人の男性の演者がろうろう

と語りながら話を進めている。見ている人々

い私は退屈で会場の周囲を

見て廻る。すると会場のすみ

で数十人の男性がお金を賭

けて賭け事をしている。トラ

ンプのグループとさいころ

のグループに分かれている。

罰当たりじゃないかと思っ

たがあとで聞いたところに

よると、葬式のような行事で

は賭け事が認められている

とのこと。このもうけの一部

が儀式用の費用の一部に使われるのだそうである。影絵劇ワヤンは一人の演者によって延々３時間ほど続いた。

真夜中の１時半頃から３時ごろまで休憩に入るという。この夜更けに女一人でホテルにかえるのやはり怖い。

どうしたものかと思案していると、「Tidak apa apa」と男性ばかりのある一族に誘われて、彼らと共にいろ
いろな話をしながら過ごした。彼らはインドネシア語やバリ語を教えてくれた。そして私は日本語を教えた。

また、バリの料理や行事についていろいろな情報を教えてくれた。２時５０分になるとガムランが始まった。

ガムランのグループはふた手に別れ、交互に演奏している。３時１０分会場の一角で歓声があがったのでその

方角へいってみると、お供えに飾られていた紙幣がまかれていた。４時２０分 全員地べたにすわってお祈り

が始まった。５時霊を宿した人形（sekah）が祭壇から降ろされ、各家族の手で机の上で解体され、お皿の上
で人形に宿った霊が燃され浄化された。この儀式が一連の儀式の中心で Memukru と言われているようであ
る。焼かれて浄化された霊は、あらためて美しく人形様に装飾された。この装

飾の仕方は各家によって異なる。いずれの家族の人形（Sekah）も美しく飾ら
れている。 出来上がった人形（Sekah）は各家族の女性の頭に乗せられ、行
列が進むのを待った。この儀式の中心の祭司家の霊の Sekahは一段と美しく飾
られたパコダの頂上に安置され、その両サイドに男性が着いて守っている。今

ひとつのパコダへ安置される霊は、同じ祭司階級でも少し位がひくいのだそう

である。７時に二つの美しいパコダと共に５０体のバンジャールの人の霊がガ

ムランの鉦や太鼓の演奏とともに長い行列となってサヌールの海岸に向かった。

前回と同じでメイン道路のバイパスを天下御免と信号を無視して横切り、サヌ

呼び戻した霊をなぐさめ

るトペン 

すりで削って平らにする

は大喜びで楽しんでいる。言葉が理解できな 火葬後の sekah 

儀礼のハイライト 霊の火葬 

Sekahを捧げ持つ女性たち 祭司家の中心人物の霊を運ぶパコダ 
霊を再び海へ送る 



ールの海岸に到着、霊がパコダから降ろされ、海岸に全員が座り祭司の号令で数回の礼拝、何度か聖水を祭司

から受けた後、各家族はいっせいにアウトリガーの船に乗り、一路沖にでて霊を再び海に流した。祭司家の霊

を運んだ二つの美しいパコダは海岸で焼かれた。この儀式の４日後海にいる霊を向かえに行くニュガラ・グヌ

ンの儀礼が行われた。この儀礼でサヌールの海岸で迎えられた霊は、バリヒンズー教の総本山ブサキ寺院の儀

式で山に送られる。そして祖霊となって、祭礼が行われるとき家族の寺院に来訪して子孫の祈りを受け子孫を

守る。その祖霊は、時が来ると再びその家の子供として生まれ変わるという。 
 
④ Alit家の結婚式 

中オーナー チプタ氏のまたいとこの結

拶していた。ここだけは日本と同じであった。 

⑤ どもの成長を海に知らせる儀礼Mesakapan ke Pasih 2005年９月 23日 
してくださいと招待を受け

た

に３人 弟の次男夫妻に３人 ５歳～１２歳の計６人の子ども

が

を ス

ュリテイ担当のたくましい男

の掃除担当のスタッフ等、顔なじみの人

ホテル ALIT’s に滞在
婚式に誘われた。結婚式といっても一連の行事が次々あるよう

で、私達が出席したのは、本家の寺院での儀式で一族が正装で

集まって行われた儀礼である。数人の男性に抱えられて花嫁花

婿登場（儀場に着くまで花嫁花婿は地に足を着いてはいけない）。

寺院の中心の儀場で祭司プダンダによって花嫁花婿に次々と祝

福が与えられる。そして最後に奥にある Alit家の祖霊の前で報
告し結婚式終了。その後みんなで御馳走をいただいた。日本の

結婚式と雰囲気がまるでちがう。初めから終わりまですべてが

オープンで、日本でいう厳粛さは感じない。儀式の間私達はど

こで写真を撮っていいと言われた。集まった一族の人々は、特

に儀式を見守るでもなく、その間中、それぞれおしゃべりをし 
ていた。すべてが終わって客が帰るとき花嫁花婿は出口で客に挨

  
 子

ホテル Alit’s 滞在中の７月、オーナーより９月下旬にこの儀式をするので出席
。そこで再び９月２０日バリへ出かけた。 
このホテル Alit 家には長男のオーナー夫妻
いる。バリヒンズーでは出生後様々な儀礼をする。中でも生後３ヶ月の儀礼（赤子に生まれ変わったとされ

る祖先の霊が赤子の体内に導き入れられ、赤子に命名される）、最初の誕生日の儀礼（バリ暦で生後 210日に
赤子の髪を切り、初めてその足を大地につけて、一人前の人間としての生活が始まる）などの重要な儀礼が行

われるが、今回の儀礼はこれらの子どもへの儀礼の最後の催しである。死後の世界に行く海に、まず、子ども

の成長を知らせる儀礼であるという。 
今回は前日から儀式の準備

見守った。ホテルの海辺のレ

ールの周囲には来客用のパイ

プ椅子がたくさん並べられて

いる。当日の朝８時に玄関へ。

玄関にはすでに Alit 家の親戚
が正装で集まっている。私もこ

のために作ったバリの伝統の

織物ダブルイカットの巻きス

カートサルンと揃いの帯スレ

ンダンを身につけて出席。今回

の儀礼は３ヶ所で行われた。最

初に行ったのはホテルの斜め

前に位置する海岸の寺院。ここ

に着いてみると、入口付近では

ホテルAlit’sの男性スタッフが
ガムランを演奏していた。セキ

性、レストランのスタッフ、部屋 々

る姿はなかなかほほえましい風景であった。寺院の前ではこの地域の祭司

で様々な儀礼を行っている。お供え物の量もすごい。豚の丸焼き２匹、鶏

がらしなど美しく飾られたもの、バナナの葉や椰子の葉で作られたお供え物

花婿・花嫁  祖霊の前で 

儀礼を受ける６人の子ども達 

６人分６匹の丸焼きが供えられた 

お

 
 

トランに仮設の儀場が設けられ、プ

がのどかにガムランを演奏してい

と Alit 家の祭司プダンダが儀礼台
の丸焼き、ミンチ肉の串焼きやとう

などが台の上に山と積まれている。

供えもの ３ヶ所に各々あり 

各々の船を海に流す 



６人の子どもたちは最初の１時間くらいはお寺の周辺で自由にしていた後、各自バナナか椰子で作られた小さ

な船を持って海岸に行き小さなお供え物を載せて海に流した。そして、元の寺院に戻り、祭司から何度も聖水

を授けられ、様々な儀礼を受け、最後に寺院のまえにすわり花をかざして数回祈った。これが終わるとこの寺

院を後にして Alit の本家の寺院があるテンパサールへ車で出かけた。本家の寺院の後ろには比較的大きな川
が流れている。その川岸に菩提樹の大木がそびえ神聖な場所となっている。この菩提樹の下に祭壇が設けられ、

ここにも、豚の丸焼き２匹他、先ほどの海辺の寺院と同じ

ようなお供え物が山と積まれている。ここでも、一同並ん

で座り、祭司プダンダによって先ほどの寺院と同じような

儀礼が行われ、海に通じるこの川に子どもの成長が知らさ

れた（写真右）。続いて関係者のみ、近くの本家の寺院の

祖霊に行き報告した。そして自宅のホテルに帰り、最後の

儀礼を行う。しかし予定の時間が大幅に遅れていたので、

先に昼食となり、お客さん全員にご馳走がふるまわれる。

ホテルの従業員はみんな一生懸命接待している。子ども達

はこの時点で相当疲れている様子。しばらく休憩した後最

後の儀礼がレストランに作られた儀礼場で行われた。この

儀礼場にも豚の丸焼き２匹、他、山ほどの供え物が積まれていた。祭司によって子ども達とオーナーであり子

どもの父親であるチプタ氏に様々な儀礼が行われた。ここでとても驚いたことは、儀礼の最中、回りにいた家

族や親族その他の客たちが、全くこの儀式に注目するでもなく、大声で楽しそうにしゃべっていたことである。

この日たまたま日本人の家族（祖父母と孫の大学生の兄と妹）が来ていたが、この二人の大学生はとても感じ

の良い若者で、Alit’s家の家族親族に大歓迎されて式の最中も式場のまわりは大賑わいであった。その賑やか
な談笑の中に、儀礼を受けているチプタ氏本人も式場から大声でその話に加わっている。儀礼といえば静粛な

ものと思っている日本人の私には理解をこえたにぎやかな儀式であった。このようにしてにぎやかに子どもの

成長を海に知らせる儀式はすべて終わった。それにしても３ヶ所に供えられていた６人分の計６匹の豚の丸焼

き等のものすごいお供え物はその後どうなるのであろうか。オーナー夫人のまさみさんに尋ねてみると、あと

で従業員たちが食べるという。 
 
⑥ 日々の儀礼 寺院祭礼（オダラン） 

日々の儀礼がある。Alit’s家でも係りの女性が毎朝、大きな盆に
お

オダランにぶつかる。バリ島内の寺院は 3000以上あり、
そ

光地では日本人の観光客とみると、しつこく付きまつわれて閉口することも多いが、バリ人は知れば知る

ほ

橋恭子      

バリではこのような大きな儀礼だけでなく

供えを載せて屋敷内の数十箇所にお供えを供え、線香を立て、聖水をふりかけている。夜になると沐浴をす

ませた主人のチプタ氏が家の寺院で祈りを捧げる。 
また、島内を走っていると毎日どこかで寺院の祭礼

の寺院がそれぞれバリ暦の 210 日ごとに祭礼を行い、１回のオダランは４日間続くという。女性達は伝統
の美しいバリ衣装クバヤ、スレンダン、サルンで身を包み、高く美しく盛られたお供えの果物を頭に乗せて歩

く姿は毎日のようにどこかで見ることが出来る。バリの人々はまさに儀礼祭礼を中心に生きている。経済活動

から見ると、非常に不合理ではあるけれど、バンジャールの人々が助け合って、神々や祖霊を大切にする精神

はすばらしいと思う。バリ人の「tidak apa apa」「大丈夫、大丈夫！」の大らかさにはこのような背景につな
がるのであろうか。まさに「神々の島、祈りの島」である。   

 
観

ど温かくそして親切で、その笑顔に心が和む。そして、海から吹く心地よい風、宿のまわりに咲き乱れるブ

ーゲンビリア、ハイビスカス、熱帯雨林を思わす大木の木陰、などが心底ほっとさせてくれる。私達にこのよ

うなやすらぎをあたえてくれるバリ島の平和を心から願わずにはおられない今日この頃である。 
H17．11．25 高


